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会
員
拡
大
の
画
期
的
な
企
画 

女
性
限
定
・
出
張
入
会
説
明
会
を
開
催 

 

 

開
催 

■
７
月
22
日 

女
性
限
定
入
会
説
明
会 

午
後
２
時
か
ら
開
催
予
定
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
定
刻
20
分
前
に
会
場
の

田
無
庁
舎
に
見
え
た
の
は
２
～
３
名

の
方
だ
け
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
何
か
の
合
図
を
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
定
刻
10
分
前
に

ど
っ
と
参
加
者
が
詰
め
か
け
、
大
慌

て
で
会
場
の
机
・
椅
子
を
増
や
し
ま

し
た
。 

20
名
予
定
の
会
場
に
30
名
の
方
が

参
加
し
、
こ
の
う
ち
９
名
の
方
が
入

会
手
続
き
を
さ
れ
た
。
反
響
の
大
き

さ
に
驚
く
と
共
に
今
後
も
、
女
性
会

員
に
対
す
る
期
待
と
就
業
機
会
の
拡

充
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

■
８
月
５
日 

出
張
入
会
説
明
会
・
・ 

は
じ
め
て
使
用
す
る
保
谷
駅
前
公

民
館
は
駅
に
直
結
し
た
建
物
の
５
階

に
あ
り
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
の
開
放
感

あ
る
落
ち
着
い
た
会
場
で
し
た
。
定
刻

に
、
９
名
（
男
性
６
、
女
性
３
）
の
参

加
者
が
あ
り
、
８
名
の
方
が
入
会
さ
れ

ま
し
た
。 

■
10
月
23
日
女
性
限
定
入
会
説
明
会 

会 

場
‥
保
谷
庁
舎
１
Ｆ
会
議
室 

時 
間
‥
午
後
２
時
～ 

会
員
の
皆
様
も
お
知
り
合
い
の
方
々

や
お
友
達
に
、
お
声
掛
け
や
ご
紹
介
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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今
年
度
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
会
員
の
増
強
」
を
推
進
す
る
た

め
、
企
画
総
務
委
員
会
を
中
心
に
通
常
の
月
一
回
の
入
会
説
明
会
の
他
に
、

７
月
に
は
女
性
限
定
、
８
月
に
は
一
般
の
出
張
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

女
性
限
定
の
入
会
説
明
会
は
思
い
の
外
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
10
月
に 

も
開
催
が
決
定
し
て
い
ま
す
。 

７
月
８
日
（
月
）・
９
日
（
火
）
の
２
日
間
（
10
時
～
17
時
）、

田
無
駅
北
口
ア
ス
タ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
、
令
和
元
年
最
初
の

活
動
紹
介
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。 

会
場
で
は
パ
ネ
ル
展
示
、
パ
ソ
コ
ン
相
談
を
実
施
し
、
ま
た

華
工
房
が
制
作
し
た
小
物
販
売
と
作
品
展
示
、
包
丁
研
ぎ
も
行

い
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
も
公
共
施
設
を
利
用
し
た
当
セ
ン
タ
ー
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

令
和
元
年 

活
動
紹
介
フ
ェ
ア
開
催 

  

                              

会
員
接
遇
研
修
会
の
ご
案
内 

日 

時
‥
10
月
17
日
（
木
） 

午
後
２
時
か
ら 

会 

場
‥
保
谷
庁
舎
４
Ｆ
会
議
室 

対
象
者
‥
未
受
講
者 
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７
月
と
８
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
内

容
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

 

１
．
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
担
当
理
事
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。 

２
．
６
月
の
定
例
理
事
会
で
協
議
し
た
広
報
等

配
布
事
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
正
・
副
リ
ー
ダ
ー
は
、
長
谷
川
幸
男
・
長

谷
川
美
佐
保
理
事
）
と
貢
献
表
彰
制
度
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
正
・
副
リ
ー
ダ
ー

は
、
佐
藤
勝
司
・
北
村
武
彦
理
事
）
の
構
成

メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

３
．
6
月
20
日
開
催
さ
れ
た
定
時
社
員
総
会

で
理
事
に
選
任
さ
れ
た
福
島
宏
理
事
は
、
７

月
26
日
付
で
退
任
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
理
事
の
委
員
会
等
の
配
置
、

地
域
班
担
当
理
事
、
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
担
当

理
事
お
よ
び
市
報
等
配
布
事
業
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
担
当
理
事
も
変
更

に
な
り
ま
し
た
。（
各
委
員
会
・
部
会
の
人

員
配
置
に
つ
い
て
は
、
左
表
「
各
委
員
会
・

部
会
体
制
」
を
参
照
） 

地
域
班
担
当
理
事
に
つ
い
て
は
、「
芝

久
保
町
１
・
２
・
３
班
」
を
長
谷
川
幸
男

理
事
（「
田
無
町
１
班
」
兼
任
）
が
、「
南

町
１
・
２
班
」
を
小
池
宏
一
理
事
（
東
伏

見
・
柳
沢
１
・
２
班
」
兼
任
）
が
そ
れ
ぞ

れ
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

４
．
入
会
手
続
き
の
簡
略
化
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。 

現
行
の
『
入
会
説
明
会
（
中
旬
）
▼
面

接
・
入
会
手
続
き
（
下
旬
）
▼
理
事
会
（
下

旬
）
▼
研
修
（
翌
月
初
旬
）』
の
手
順
を
、

「
入
会
説
明
」
時
に
「
面
接
・
入
会
手
続

き
」
を
実
施
し
、
入
会
希
望
者
の
便
宜
を

図
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
の
熱
中
症
対
策
は 

遅
い
梅
雨
明
け
の
途
端
に
熱
中
症
で
救

急
搬
送
さ
れ
た
方
が
連
日
百
人
を
超
え
、

中
に
は
亡
く
な
る
方
も
。
当
セ
ン
タ
ー
の

総
会
で
は
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
、
塩
飴
の
配

布
で
予
防
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。 

熱
中
症
予
防
対
策
の
第
１
は
水
分
補

給
、
第
２
は
ミ
ネ
ラ
ル
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム

等
）
補
給
で
食
物
か
ら
し
か
摂
取
で
き
ま

せ
ん
。
キ
ウ
ィ
フ
ル
ー
ツ
に
は
塩
以
外
の

す
べ
て
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
一
摘
み
の
塩
と
共
に
入
れ
、
手
で
も
み

潰
し
、
水
を

～

ml
加
え
る
と
「
食
べ

る
点
滴
」
に
な
る
そ
う
で
す
。
第
３
は
こ
ま

め
に
休
憩
を
と
る
こ
と
で
す
。 

更
に
予
防
対
策
に
と
り
わ
け
効
果
的
な

食
材
を
調
べ
る
と
、
１
位
は
豚
肉
で
疲
労

回
復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
豊
富
。

２
位
は
納
豆
・
大
豆
で
ミ
ネ
ラ
ル
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
が
補
給
可
能
。
３
位
は
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
で
ミ
ネ
ラ
ル
と
造
血
の
ビ
タ
ミ
ン
葉

酸
も
豊
富
。
４
位
は
枝
豆
で
タ
ン
パ
ク
質

が
豊
富
。
５
位
は
に
ん
に
く
と
梅
干
で
疲

労
回
復
、
食
欲
増
進
の
効
果
が
大
。
に
ん
に

く
と
豚
肉
を
一
緒
に
摂
る
と
効
率
よ
く
栄

養
素
が
吸
収
さ
れ
る
そ
う
で
す
。 

食
欲
が
減
退
す
る
こ
の
時
期
に
手
軽
に

作
れ
て
、
一
日
の
火
照
り
を
鎮
め
身
体
に

も
嬉
し
い
一
品
が
「
冷
豚
サ
ラ
ダ
」
で
す
。

湯
通
し
し
た
豚
、
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
、
キ
ュ

ウ
リ
、
長
芋
の
細
切
り
等
に
練
梅
、
ゴ
マ
ダ

レ
で
食
す
る
の
が
、
私
の
夏
の
お
す
す
め

メ
ニ
ュ
ー
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。 

（
理
事 

長
谷
川
美
佐
保
） 

 

ね
ん
り
ん 

  

第
159
号 

 

令
和
元
年
７
月
・
８
月 

理

事

会

報

告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催 

７
月
26
日
（
定
例
）

８
月
30
日
（
定
例
） 

 

    

 

 

各委員会・部会体制 
◎は委員（部会）長、○は副委員（部会）長 
【企画総務委員会】  
◎佐藤勝司、○小池宏一､ 
対馬明夫、長谷川幸男、松山芳幸、 
芦澤貞子、恩田武雄、塚越一巳、 
保坂長作、山崎紀夫、 

  〈総務部会〉  
◎佐藤勝司､○松山芳幸、 
芦澤貞子、恩田武雄、保坂長作、
山崎紀夫、塚越一巳 

〈広報部会〉  
◎小池宏一､○長谷川幸男、 
阿部一郎、古屋貞子、関 行裕、 
樋口明朗、末政雅子 

〈研修部会〉  
◎対馬明夫、○小池宏一、 
樽井秀夫、藤田文男、星 梅治、 
森 正雄、山内幹子 

【事業推進委員会】  
◎堀  康隆､○北村武彦、 
海老 洋、対馬 明夫、長谷川美佐保 
水口富夫、飯塚 満、杉山輝雄、 
島村則行、宮崎政雄、横山節子 

 〈事業推進部会〉  
◎北村武彦、○水口富夫、 
飯塚 満、杉山輝雄、島村則行、 
宮崎政雄、横山節子 

〈女性部会〉  
◎長谷川美佐保、○海老 洋、 
石井芳子、小畠節子、長尾月子、 
原田孝一、平山紀美子 

 〈就業開拓部会〉  
◎堀  康隆、○対馬明夫、 
牛原義清、大澤夏樹、柄澤 猛 
櫻井秀彦、平山紀美子 

【ボランティア委員会】  
◎海老 洋、○柳沢進、  
大沢道雄、奥井秀逸、鎌形 廣、 
鈴木 忠、森本敏男 

【安全管理委員会】  
◎山田孝輝、○松山芳幸、 
赤塚真三、岩瀬邦男、小中清隆、 
笹田昭男、多田頼子､谷古雅房、 
西村幸雄、平野善武、 
室井陽一、若林綋二郎 

令和元年6月20日～令和３年総会終結時迄 

 

第
５
地
域
人
材
セ
ン
タ
ー 

「安
全
就
業
推
進
の
つ
ど
い
」 

 

７
月
24
日
（
14
時
～
16
時
30
分
）、

保
谷
こ
も
れ
び
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

集
い
に
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
10
名
が
参
加

し
、
坂
東
寛
様
（
東
京
し
ご
と
財
団
保
険

事
業
室
）
の
講
話
「
事
故
発
生
状
況
・
危

険
予
知
活
動
に
つ
い
て
」
を
受
講
し
ま

し
た
。 

 
 

（
安
全
管
理
委
員
会
）  
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行事予定 開 催 日（令和元年 9 月~11 月） 

定例理事会 9 月 27 日(金)、10 月 25 日(金) 

就業相談会 9 月 30 日(月)、10 月 28 日(月) 

踏切見守りボランティア 9 月 24 日(火)～27 日(金)･30 日（月） 

環境美化(ごみゼロ)運動 9 月 28 日(土) 

入会説明会 10 月 10 日(木)、11 月 13 日(水) 

地域合同パトロール 10 月 11 日(金)（きらっと駐車場） 

会員接遇研修会 10 月 17 日(木) 

市民文化祭 10 月 19 日(土)～21 日(月) 

女性限定入会説明会 10 月 23 日(水) 

市民まつり 11 月 9 日(土)～10 日(日) 

第
２
回
地
域
班
長
会
議
開
催 

７
月
18
日
（
木
）
35
名
の
班
長
と
理
事
、

監
事
、
事
務
局
合
わ
せ
て
56
名
が
出
席
し
て

セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 渡

邊
会
長
か
ら
、
「
臨
時
理
事
会
で
３
役

の
選
出
、
35
班
の
地
域
班
担
当
理
事
の
割
り

振
り
、
各
委
員
会
、
部
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

を
決
め
、
今
回
の
理
事
改
選
数
が
２
名
減
で

進
め
る
こ
と
。
組
織
変
更
で
は
、
就
業
推
進

チ
ー
ム
を
就
業
開
拓
部
会
に
し
、
ま
た
広
報

等
配
布
事
業
改
善
と
貢
献
表
彰
制
度
検
討

会
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
た
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

新
任
の
理
事
、
監
事
の
自
己
紹
介
が
行
わ

れ
、
各
委
員
会
か
ら
は
今
年
度
の
事
業
目
標

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
各
地
域
班
か
ら
の
意
見
要
望
に

つ
い
て
、
成
田
事
務
局
長
か
ら
丁
寧
な
説
明

が
あ
り
、
「
特
に
昼
食
時
の
飲
酒
の
件
に
つ

い
て
違
反
者
に
は
厳
重
な
処
分
が
下
さ
れ

た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ

う
全
員
で
自
覚
し
、
適
正
に
就
業
し
て
く
だ

さ
い
。」
と
注
意
を
促
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

会
場
の
都
合
で
懇
親
会
は
見
送
り
に
な
り

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
総
務
部
会
） 

 

 

 

 

 

地域班長会議の会場風景 

会
員
接
遇
研
修
会
の
実
施 

８
月
15

日(

木)

学
童
交
通
擁

護
、
校
地
内
外
清
掃
の
就
業
者
の
研

修
会
が
台
風
と
猛
暑
の
中
、
保
谷
庁

舎
４
Ｆ
で
開
催
さ
れ
た
。
幸
い
に

も
、
台
風
の
影
響
は
少
な
く
、
82
名

の
方
が
出
席
さ
れ
た
。 

渡
邊
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
樽
井

講
師(

研
修
部
会
員)

は
日
々
、
就
業

の
場
で
の
接
遇
の
確
認
と
注
意
事

項
を
、
ま
た
山
田
講
師
（
安
全
管
理

委
員
長
）
の
自
転
車
の
安
全
な
乗
り

方
、
保
険
の
話
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
講
話
の
後
、
柳
沢
副
会
長
の
閉

会
の
辞
が
あ
り
充
実
し
た
研
修
会

で
し
た
。 

 
 
 

（
研
修
部
会
） 

 

「市民まつり」 パレード参加者募集 
日  時：令和元年 11月 10日（日）10:30出発 
パレードコース：イチョウ公園～まつり会場（いこいの森公園） 
募集人数：30人 
申し込み：事務局までお願いします。 
 会員の皆様奮って応募し、まつりを楽しんでください。 
定員に達し次第締切らせていただきます。   （総務部会） 

田無町 1 班は 6 月 6 日（木）、「『田無宿』の
にぎわいを青梅街道と田無用水から想像して
みよう」のタイトルで開催。案内役は、生まれ
も育ちも田無の元班長の長谷川幸男さん。田無
駅に集合後、アスタビルができる前の街並みを
旧い写真と見比べながら、かつての田無用水の
一筋「やすらぎのこみち」に沿い、旧下田名主
役宅経由で東へ。ついでに、もう一筋の田無用
水「ふれあいのこみち」が流れ下る道（けもの
道のような）を辿り石神井川へ。 
そして、西武新宿線の高架下の青梅街道に。

そこで、江戸城修築のために青梅の石灰を運ぶ
道として開削（1606年）され、田無宿（柳沢宿）
として町場ができたことを再認識。さらに、水
の乏しい村に元禄年間の 1696 年に玉川上水か
ら分水する田無用水の役割にも納得。「柳沢庚
申塔」（1723年建立）を拝み、青梅街道を西へ。
田無神社を参拝、鎮守の森で酷暑を避け長めの
休憩を取り、総持寺へ。総持寺の一角にあった
真誠学舎（田無小学校の前身）と田無町役場の
跡地を確認。総持寺では伝統の「梅の市」にも
遭遇しました。その後は、青梅街道と「ふれあ
いのこみち」を往き来しながら、観音寺（田無
小学校の 2期の旧い写真と対面）に立寄り、府
中道から、田無小学校にある「養老畑碑」（1854
年建立）を見て、田無駅に戻り、冷たいビール
で乾杯。 
参加者は、あらためて「田無」の再発見に感

動し、次回の企画を約束して終了しました。ち
なみに、参加者は 10 名、参加費は昼食代とし
て、1,500円でした。 

（田無町 1班 班長 大津 荘一） 

【地域班だより】  

 

市民文化祭のご案内 
日 時：令和元年 10月 19日（土）～21日（月） 

10:00～17:00（最終日は 16:00） 
会 場：柳沢公民館（視聴覚室） 
参加内容：当センターは「展示の部」に参加します。 

華工房と各種教室の作品を展示。 
皆様のご来場をお待ちしています。      （総務部会） 
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事 業 実 施 状 況 

令和元年 
６月分 

受託件数 
就 業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 49  24,753,907 58.3 101.0 男 74.8 
民間事業等 425  17,676,481 41.7 89.6 女 76.2 
合 計 474 897 42,430,388 100.0 95.9 計 75.3 

令和元年 
７月分 

受託件数 
就 業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 52  27,802,828 60.4 96.2 男 75.0 
民間事業等 408  18,227,688 39.6 95.9 女 74.3 

合 計 460 895 46,030,516 100.0 96.1 計 74.8 
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九
九
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四
〇
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計 
 
 

一
、
二
〇
八
名 

（
令
和
元
年
８
月
30
日
現
在
） 

環境美化（ごみゼロ）運動にご協力を！ 
 

9月 28日（土）、会員の皆様で参加ご協力い

ただける方は、各地域班長にご連絡ください。 

（ボランティア委員会） 

 

 

 ◆無料体験講座◆ 
初めてパソコンにさわる方、教室の雰囲気を見た
い方を対象にマウス操作、入力の手ほどき、インタ
ーネット体験を行います。 
開催日 10 月 3 日（木）午後 1 時～4 時 
    11 月 1 日（金）午後 1 時～4 時 
受講料 無料 

――年賀状講座―― 
年賀状を「ＷＯＲＤ」又は「筆ぐるめ」で作成し
ます。 
①講座名 年賀状本文 
 開催日 11 月 14 日(木)  

午前 9 時 30 分～12 時 
②講座名 年賀状宛名 
 開催日 11 月 14 日(木)  

午後 1 時 30 分～4 時 
受講料 各２，５００円 
■申込みは往復ハガキに、講座名、開催日、住所、
氏名、電話番号を記入し、1 週間前までに下記へ。 
宛先 〒202-0021 東伏見 6-1-36  ☎(428-0787) 
西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 
場所 東伏見小学校西門入り体育館隣り 

 

   
歩
幅
と
認
知
症
の
意
外
な
関
係 

 

「
歩
幅
が
狭
い
人
ほ
ど
認
知
症
に
な
り
や
す

い
」
と
い
う
記
事
を
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
ま
し

た
。
こ
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
東

京
都
健
康
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
谷
口

優
さ
ん
の
研
究
チ
ー
ム
で
す
。
群
馬
県
と
新

潟
県
に
住
む
65
歳
以
上
の
方
1000
人
以
上
を

対
象
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
歩
幅
を
調
べ
、
歩

幅
が
「
狭
い
人
」「
普
通
の
人
」「
広
い
人
」

の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
４
年
間
に
わ
た
り

追
跡
調
査
を
し
た
の
で
す
。 

そ
の
結
果
、
歩
幅
の
狭
い
人
は
、
広
い
人

に
比
べ
、
な
ん
と
３
倍
以
上
（
3.39
倍
）
も
認

知
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
傾
向
は
ど
の
年
齢
に
お
い
て
も
変
わ
ら

ず
、
70
代
、
80
代
、
90
代
で
も
歩
幅
が
狭
い

状
態
で
年
を
重
ね
て
い
る
人
ほ
ど
、
認
知
症

の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

す
。 歩

幅
と
認
知
症
の
関
係
で
は
、
脳
の
機
能

の
衰
え
は
認
知
機
能
よ
り
足
（
脚
）
に
現
れ
る

の
で
す
。
歩
幅
の
目
安
は
「
65
セ
ン
チ
」。
横

断
歩
道
の
白
線
（
約
45
セ
ン
チ
の
幅
）
を
踏

ま
ず
に
歩
い
て
越
え
ら
れ
れ
ば
、
65
セ
ン
チ

以
上
の
歩
幅
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

対
策
と
し
て
意
識
し
て
歩
幅
を
広
く
す

る
こ
と
で
、「
足
と
脳
と
の
間
で
活
発
に
情
報

の
や
り
取
り
が
さ
れ
、
脳
が
活
性
化
す
る
」

「
歩
幅
が
狭
く
な
っ
た
と
感
じ
て
か
ら
で

も
、
認
知
症
を
予
防
す
る
の
に
遅
く
な
い
。」

と
谷
口
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

以
上
が
そ
の
内
容
で
す
。 

日
頃
会
員
の
皆
様
は
元
気
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
更
に
こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま

え
、
就
業
の
際
も
日
常
の
生
活
も
歩
幅
を
意
識

し
な
が
ら
活
動
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

 
 

（
安
全
管
理
委
員 

平
野 

善
武
） 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

７
月
５
日
（
９
時
～
12
時
）、
西
東
京

消
防
署
で
行
わ
れ
た
講
習
会
に
当
セ
ン

タ
ー
か
ら
16
名
が
参
加
、
熱
心
に
受
講
し

ま
し
た
。 

 
 

（
安
全
管
理
委
員
会
） 

 

就
業
相
談
会 

（予
約
制
） 

9
月
30
日
（
月
）
13
時
30
分
か
ら 

10
月
28
日
（
月
）
13
時
30
分
か
ら 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

8
月
就
業
分  
 

9
月
17
日
（
火
） 

9
月
就
業
分  

 

10
月
15
日
（
火
） 

10
月
就
業
分  

 

11
月
15
日
（
金
） 

 


